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The paper examines the economic trend of the Philippines, which have been once called as ‘Sick 
man of Asia.’ The Philippines are now performing a rapid economic growth, which is based on remit-
tance by the OCWs （Overseas Contract Workers） and the investment of foreign capital on BPO （Busi-
ness Process Outsourcing） such as call centers. Regarding OCWs, one thing to note is that Filipino work-
ers are playing a very important role in modernization and globalization in some places in Pacific islands. 
We should notice that economic growth and positive social and political phenomena such as empower-
ment of women and political stabilization. However, the poverty and income gap issues are not yet solved 
















拝し，「Sick man of Asia」などと揶揄されてきた（Daily Inquirer, Jan 23, 2013）。しかしながらリー
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おり，2013 年第 1 四半期の経済成長率では，アジアのトップに躍り出ている。2013 年全体でも実質
GDP 成長率はアジアで 7 位にランクしている（表 1）。大手投資銀行のゴールドマン・サックスに







リピンの工業化率は比較的低水準である（Raquiza, 2014）。表 3 は，東南アジアの数ヶ国の工業部門
の付加価値額の割合を指名したものであるが，他の国が，25％を超えているに対して，フィリピンで
は 21％である。表 4 は，2008 年から 2012 年までの海外出稼ぎ労働者からの送金額と海外からの直
接投資額を比較したものである。前者は後者の 7 倍から 13 倍となっている。フィリピンの経済成長
にとって，「外資」よりも海外送金が重要なエンジンとなってきたのである。
? 1　2013 年アジア諸国経済成長率（実質 GDP 成長率）
出所　IMF World Economic Outlook Database
? 2?フィリピンの実質 GDP 成長率（％）の推移（1980‒2014）
出所　IMF: World Economic Database
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受け取り額では，2010 年時点で，インド，中国，メキシコについで世界で第 4 位に位置する（UNC-
TAD）。フィリピンの GDP に占める海外送金の割合が非常に高いことも特徴的であり，表 5 に示さ































? 5?2010 年の国別海外送金額および GDP に占める割合
  Source: UNCTAD secretariat calculations, based on 
UNCTADstat
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た質的な社会発展が進展していることである。一般に東南アジアは，東アジアや南アジアとは大きく
異なりジェンダー格差が小さいといわれるが（Atkinson and Errington, 1990），フィリピンはその中
でもとりわけその傾向が強い。例えば，世界経済フォーラムの「Global Gender Gap Report」による
と，フィリピンは，2013 年の gender gap index （ジェンダー・ギャップ指標）において，世界で総合
ランクは第 5 位（142 カ国中，日本は 104 位）であり，他のアジア諸国を大きく引き離している（表




されている（Stevenson and Wolfers, 2008）。米国の世論調査研究所，Gallup が 2014 年に 138ヶ国で
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